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会 議 録 

会議の名称 令和３年度つくば市バースセンターに関する懇話会 

開催日時 令和４年１月 31 日（月） 18：30～20：30 

開催場所 つくば市役所 本庁舎２階 防災会議室２ 

事務局（担当課） 健康増進課 

出席者 委員 石井則久（茨城県つくば保健所長） 

黒田勇二（なないろレディースクリニック理事長） 

山本美和（つくば市議会議員） 

間野聡子（市民委員） 

報告者 濱田洋実（筑波大学附属病院つくば市バースセンター部長） 

鈴木將貴（筑波大学病院総務部専門員） 

海老坪正和（筑波大学病院総務部経営戦略課長） 

事務局 小室部長、安曽次長、木本課長、鈴木課長補佐、青木統括、

大山係長、坂本主事、助川主事 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数  ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

議題 

 

報告や実施状況についての意見交換等の定例の内容に加

え、今後の寄附講座について、筑波大学附属病院からの分

娩取扱実績報告等に基づき、寄附講座設置にかかる寄附金

の効果とバースセンターの実施状況について検討する。 

会議録署名人      ― 確定年月日 令和  年  月  日 

会議次第  ― 

＜報告事項＞ 
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鈴木課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小室部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

只今より、令和３年度つくば市バースセンターに関する懇話会

を開会いたします。皆様方におかれましては、お忙しい中、御出

席いただきまして誠にありがとうございます。新型コロナウイル

ス感染対策として、途中一部 ZOOM ミーティングによるウェブ会議

形式で開催いたします。ご協力のほどよろしくお願いいたします。

本日進行を務めさせていただきます、健康増進課 鈴木と申し

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議事録作成にあたり、本会議の発言内容につきましては、レコ

ーディングをしております。あらかじめ、ご了承いただきますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

それでは、会議次第に従いまして進めさせていただきます。な

お、本委員会はつくば市附属機関の会議及び懇談会等の公開に関

する条例第３条に基づき、公開とさせていただきます。 

はじめに、保健部長の小室より、当懇話会の開催に当たりまし

て御挨拶を申し上げます。 

つくば市保健部長の小室でございます。本日はお忙しい中にも

かかわらず、つくば市バースセンターに関する懇話会に御出席を

賜りまして誠にありがとうございます。委員の皆様方におかれま

しては、日頃からつくば市の保健医療全般にわたりまして、御指

導・ご協力を賜り、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。 

 さて、平成 25 年９月につくば市バースセンターを開設して、早

いもので８年が経過しました。つくば市バースセンターに関する

懇話会は、筑波大学附属病院からの分娩取扱実績報告などに基づ

き、寄附講座設置に係る寄附金の効果とバースセンターの実施状

況について検討するものです。バースセンターの増床が計画され

ており、本日はその進捗も報告される予定です。 



様式第１号 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回までの懇話会では、出席者の皆様からバースセンターに関

する様々なご意見をいただき、つくば市では、バースセンターの

認知度向上及び市民の利用促進を図るため、チラシや市報等を通

して、市民への広報周知に努めてまいりました。過去５年間の出

産数は年間 110 件ほどで推移していましたが、令和２年は年間 138

件と増加しました。これからも市民にとってバースセンターが身

近なものとして、多くの方に利用していただけるよう引き続きの

周知活動が必要と考えております。委員の皆様方には、忌憚のな

い御意見を賜りますようお願い申し上げ、私の挨拶とさせていた

だきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

それではここで、本日ご参集いただきました皆様を御紹介した

いと思います。お名前を読み上げますので、1 人ずつ御挨拶をお

願いいたします。 

茨城県つくば保健所長 石井則久（イシイ ノリヒサ）様 

、なないろレディースクリニック理事長 黒田勇二（クロダ 

ユウジ）様、つくば市議会議員 山本美和（ヤマモト ミワ）様、

市民委員 間野聡子（マノ サトコ）様 

 

事務局紹介 

つくば市保健部部長の小室です。 

保健部次長の安曽です。 

健康増進課課長の木本です。 

統括保健師の青木です。 

保健係長の大山です。 

主事の坂本です。 

主事の助川です。 
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黒田委員（座

長） 

 

 

 

木本課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課長補佐の鈴木でございます。 

 

それではこれから、議事進行に入りたいと思います。 

本日の座長ですが、つくば市バースセンターに関する懇話会開

催要項第５条により、委員の互選により選出することになってお

ります。立候補される方いらっしゃいますか。 

立候補される方がいらっしゃらないときには、事務局からご提

案させていただいてもよろしいでしょうか。 

異議なしの声をいただきましたので、事務局から、座長を黒田

委員にお願いしたいと思います。それでは、黒田委員よろしくお

願いいたします。 

座長を仰せつかりました、黒田でございます。皆様のご協力に

より、円滑に会議を進めて参りたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

では、意見交換に移ります。はじめに、市の出産環境に関する

状況を御報告願います。 

はい。健康増進課の方から、市の出産状況について御報告をさ

せていただきたいと思います。 

まず、令和２年度のつくば市の妊娠届出数は 2,251 件となりま

す。令和２年度の市内の医療機関の分娩取り扱い数が 2,682 件と

いう形になっておりまして、うち市民の方が 1,552 件となってお

ります。 

病床数につきましては、先ほど黒田先生からお話をいただきま

した、令和３年になないろもあバースクリニックを開設いただき

ましたので、10 床増えたというような形になりまして、これまで

の 70 床から、今現在は 80 床という形でございます。以上でござ
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黒田委員（座

長） 

石井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒田委員（座

長） 

山本委員 

 

 

 

石井委員 

 

 

います。 

保健所で把握している、つくば保健所管内の出産の状況につい

て教えてください。 

はい。石井から報告させていただきます。先ほども市の方から

おっしゃったように、出産数、つくば市で生まれる方或いはつく

ば市の中で赤ちゃんを取り上げる方ということですけども。現在

の産科関係の施設ですけど、先ほども紹介ありましたけれども、

筑波学園病院があります。そして筑波大学附属病院、なないろレ

ディースクリニック、なないろもあバースクリニック。そして病

床設置済みの医療機関ということで、つくばみらいの方に１件、

今年の９月頃に開院予定となっております。 

この他にも、まだ情報の段階ですけど、1 件程度。つくば保健

所管内。ですからつくば市、常総市、つくばみらい市、そこに１

件ほど産科の医院ができるという案件があるようです。というと

ころで、もあバースもできたということで、少しずつ産科のクリ

ニックで赤ちゃんが生まれる環境という意味では、よくなりつつ

あると思います。以上です。 

ありがとうございます。今の医療環境の状況を踏まえ、何かご

意見ありますでしょうか。どうぞ。 

ありがとうございます。石井所長に伺いたいんですけれども、

つくばみらい市に１医療機関ということなのですが、これはこれ

からつくられる個人院だと思いますけれども、どのぐらいの病床

数なのでしょうか。 

現在把握しているところですと、大体 16 床ぐらいですかね。そ

のくらいを考えているようでございます。つくばみらい市には産

科のクリニックがありませんので、もしそこでオープンいただけ
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山本委員 

 

石井委員 

 

 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

石井委員 

 

 

 

 

 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

るんだったら非常に嬉しいことだと思います。 

ありがとうございます。そうしますと、まあ個人院が増えても、

15 から 20 床ぐらいの医院が多いということなのでしょうか。 

そうですね。やはり 19 床までがクリニックなので、このぐらい

の病床数というところで考えていると思います。ですから、もあ

バースも 10 床ですね。もあバースも 10 床ですと、年間大体 200

から 250 ぐらいの出産数を取り扱うんじゃないかと思われます。

大体そのくらいと考えていただければ。 

それからもう一つ伺いたいんですが、つくばみらいとか常総、

まあ常総よりつくばみらいでしょうが、若い世代も大変多く流入

してきている昨今でございますけれども。つくば市とともにつく

ばみらい市は、どのぐらい出産数というのは変化しているのかっ

て、お分かりになりますでしょうか。 

そのデータはないんですけども、つくば管内でつくば医療圏の

外に出る方が、大体年間 800 人ぐらい。或いはつくば医療圏の外

からつくば管内のほうで産みに来る方が 1,100 人ぐらいというこ

とで、少し多めの数っていうんですかね。おそらく常総市の場合

は、守谷とかがあるからそちらへちょっと流れるかもしれないけ

れども。大体つくばで生まれるのは 2,200 人ぐらいですね。それ

の大体 800 人ぐらいが外に出ますということですけども、そのプ

ラスアルファがつくば管内で出産を希望している方がいます。 

もしよろしければ、黒田先生とか石井所長も含めてなんですが、

ずっと産科のお医者さんがなかなか誕生しないという、少ないと

いうことで、寄附講座もあって、何とか追い風を送りたいという

ような思いで進めてきているわけなんですけども。この産科の医

者っていうのは、今現状どんな感じなのだろうと。先生たちの肌
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黒田委員（座

長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感覚で結構なんですけれども、お願いできますでしょうか。 

はい。私どももバースセンターができた頃には、常勤が２名か

ら３名しかいなかったんですけど、今は、４月にまた１人迎えて

常勤６名、非常勤４名という体制をとっています。以前は私に対

する負担がすごく掛かっていたんですけど、今は私も当直を

しなくていいぐらい体制ができているというか、求人しなくても、

私どものところに来ていただける方が増えたという状況で、その

ためにもあバースも開設したんですが、新しく新規産婦人科を志

す先生が、年間 400 から 500、これ日本産婦人科の登録医が増え

ているんですが、分娩場所はどんどん減っていって集約化が図ら

れているというのが現状で。私どもみたく個人のクリニックで医

者を６人も７人も抱えているところは珍しくて、病院規模になっ

ちゃうんですけど。私も昨年 1,200 件から 1,250 件お産がありま

して、これも余剰ベッドがあればもう少しとれるんですけど、い

かんせんクリニックですので、どうしても稼働をマックスに持っ

てきてもこれが限界で、これ以上増やすことは現実的にはできな

いんですけど。もあバースがその分もう少し要望を叶えることが

できるという感じで、あと筑波大も潤沢に 10 人ぐらいずつ新規入

局者が増えているということで、今後、茨城県の産婦人科の人口

はたぶん相当増加率が高いと思って、あと分娩場所が集約化され

てきますので。 

ただ、人口動態からみてもつくば市は茨城県の中で唯一

まだ増えてたとこなんですけど、赤ちゃんの出生数はこれからど

んどん年間 80 万切ってくる世代になって、団塊ジュニアがお産を

辞めてきたり結婚しなくなったりとかコロナで加速しちゃって、

80 万を切る世代が来るので、すると出生数が 70 万台、60 万台っ
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石井委員 

 

 

 

 

 

 

ていうのがたぶん今後 10 年間の間に来るかと思います。つくば管

内だけだとちょっと特異なんですけど、茨城県の他の地域では、

今年に関してはどこも１割ぐらいお産を減らしているのが現状

で、だからだんだん集約化を図る環境にあるのかなと。つくば地

区だけちょっと特異的で、筑波大もありバースセンターもありと

いう状況の中で、個人の開業が２つあるというのは、常総市やつ

くばみらい市にはまだ開設者にニーズに応えられるだけの要素が

あるし、あと地域のニーズもそれぐらい、需要がマッチしている

と思うんですけど。 

今後は、医者の中に働き方改革が導入されまして、個人クリニ

ックっていう開業ができにくくなるというか。１人で開業して１

人でやるっていう時代じゃなくなって、私どもくらいの規模を抱

えないと個人ではやっていけないというのが現状で、私どもは現

状をキープして頑張って、施設なんかも拡充しているという現状

です。だからこの地域に関しては、医師不足とかそういうのは少

ないんじゃないかなと私は思います。茨城県全域にすると話が別

ですけど。過疎地域もありますので、そことは違うんですけど、

つくば管内だけでいえば恵まれた環境であるし、今より分娩の難

民がいなくなる環境では十分あると思います。 

私の方からは、私は産科じゃないのでそこまでは詳しくは分か

りませんけども、全体的に割と、筑波大学がやっぱり教育機関で

すから医師を輩出しますし、黒田先生がおっしゃったように、あ

る程度の何科には何人というそういう枠が出てきちゃうので、お

そらく産婦人科のほうでも、卒業生から産婦人科になる医者もあ

る程度確保できていると。ただし大学ですから、ＮＩＣＵとか高

度なテクニックがないと怖いということもありますから、それは
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多少技術は必要だと思いますけれども。それもあって、つくば管

内では黒田先生のところで診ていただいて、何かあったら筑波大

に紹介できるシステムがちゃんとできている。 

茨城県全体を見るとおそらく、産婦人科の医者がちょっと少な

いかもしれませんけれども。赤ちゃんが生まれる数はどんどん減

っていますから、つくばだけはもう数年はなんとか多いかもしれ

ませんけれども、つくばも数年経ったら赤ちゃんの生まれる数が

どんどん減っていくと思うんですね。それ以上は、おそらく産婦

人科の医者が増えるというのは、働き方改革で各診療所でも医者

の数を増やさなきゃいけないですから、そのためにはまだまだ産

婦人科の医者が足りないと思いますけれども、大体もうそろそろ

よろしいかなっていう。 

あと毎年毎年、若い先生が入っていただいて、高齢の先生もい

らっしゃいますがそれはリタイアして、そのへんの循環で行く可

能性があるんですね。また、やはりどうしても赤ちゃんが少なく

なってくるということで、産科がかなり少しずつ縮小されていく

のかもしれませんし、あと働き方改革って先ほど黒田先生が言っ

たように、１人の医者で開業するという時代ではなくなりつつあ

ると。ですから最低５人程度ぐらいの産科の医者がいて、そこで

クリニックをやるというような形になっていくと思いますね。筑

波学園病院には常勤の先生がいらっしゃると。あと大学はいると

して、なないろもいるというところで、あと個人の病院で今後ど

うやって産科の医者を増やしていくかということですね。まあ東

京に近いですから、東京の大学を卒業した先生が茨城に来ること

もできますし、特に茨城の南部の方は東京から１時間ぐらいで来

られる距離というのもありまして、医者が来やすいという状況も
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山本委員 

 

 

 

 

 

間野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あり、今後産科の医者が少なくて困るという事態はそれほどない

のではないかなと考えております。 

詳しくありがとうございます。もう１つ間野さんに聞きたいん

ですけれども、ここ最近のママさんたち。出産のことで、どんな

感じと言っていらっしゃいますでしょうか。ちょっと前は、とに

かく産めるところがないと、お産難民という感じがすごく強かっ

たんですけれども、最近はどんな感じで皆さんおっしゃっている

か、教えていただけますでしょうか。 

そうですね。まずはコロナのおかげで、もう非常に出産場所を

探して、その後に里帰りするにも、２週間とか場合によっては１

月とかしばらく人と会わないようにとか、おうちにとにかく隔離

状態で待機をして何も症状が出なければ入院できますとか、そう

いった条件がすごく厳しくなっているという話ですとか。あと面

会とかもダメになっちゃっているので、とにかく出産が非常に孤

独で、自分１人でずっとやっていかなきゃならない。なので、病

院によるのかもしれないんですけれども、ＺＯＯＭみたいなオン

ラインとかテレビ電話みたいなので面会ができるとか、そういっ

た工夫をされているところもあるとは聞くんですが、そういうの

ができないところがまだまだ多くて、例えば赤ちゃんの顔を見せ

られないというような、そういった話は非常に多く聞いています。

あとはつくば市なので、転入転出が非常に多くて。コロナの中で

その状況で産んで、しかも出産の前後で転入転出するっていうお

話も多く聞くので、どこにどういうふうに頼っていいのかも分か

らないとか、生まれた後もそうですし、生まれる前にこちらに来

て、どこで産めばいいんだから始まってというのも聞きますし、

情報をどこから取ればいいのかっていうのも、来たばかりだとど
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山本委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うしたらいいのかというところで、コロナの影響がとても大きい

んですけれども。コロナでなくても転入転出がやっぱり非常に多

いので、まずは情報集めをどこからすればいいのか。例えば市役

所に転入の手続きに来たときとかに、もうちょっと情報をいただ

いたらいいのにっていうのとか。例えば病院とかでもうちょっと

いろいろお話を、母親学級とかそういったものも全部コロナでな

くなって中止になってしまったり、情報が貰える機会自体が非常

に減っていると聞くので、お母さんたちはそういった情報につい

て非常に知りたいということをおっしゃっています。 

ありがとうございます。私の聞こえてくる中では、以前よりは

お産難民じゃないんですけれども、産めないというふうに言って

いる方は少ないのかなと思って。黒田先生が頑張ってくださって

いるので、本当になないろに駆け込んでというところだと思いま

すし、また筑波大の出産も非常に認知され始めているので、皆さ

ん安心して２回目、３回目というような形で筑波大を希望される

方、バースセンターを希望される方も増えているというふうに感

じているんですね。 

なぜこのへんを聞かせていただいたかと申し上げますと、やは

りこのバースセンター、つくば市として寄附講座というような形

でお金を繰り出して、それでずっとこの 10 年やってきておりま

す。それが令和５年まで目一杯やると 10 年になるわけですけれど

も、10 年で４億を超えるお金が実は出ておりまして。筑波大のベ

ッド数がなかなか増えないままここまで来て、この後状況をよく

伺って、いよいよ増床というところまで来たわけなんですけれど

も。この間けっこう長かったなという感触もございまして、その

間に黒田先生が本当に頑張ってくださったり、いろいろなところ
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で周りにも少しずつ増えたりということで、大きく環境も変わり

つつあるという中なんですね。もちろん出産数も多いので、市と

して応援はし続けなければいけないという半面、やっぱりこの 10

年というところで、１つこの事業としての総括をしながら、その

後はどういう形がいいのかというのが、議会でも若干課題に思っ

ているところがございまして。今日せっかくこの懇話会に出てい

ただいたので、私も専門家の皆さんのご意見を伺いながら、議会

としても、この後の予算繰りの方向性を少し検討できたらいいな

というふうに思っておりまして、発言させていただいたところで

す。やっぱりこの４億って大きなお金ですので、このまま筑波大

頼みでお金を捻出することが、産科事情を良くしていくならば、

やはりまだ継続ということも考えなければいけませんし、このま

ま寄附講座という形がいいのかどうかも含めて、何か皆様のご意

見伺わせていただけたらありがたいんですけれども。 

何か、ご意見ありますでしょうか。 

 

すいません。さっき、少し話題がずれてしまったかもしれなく

て。バースセンターについてなんですけれども、前回もこちらの

懇話会に参加させていただいたときにもお伝えしたと思うんです

が、私のいろいろな子育て支援の活動の中で、お母さんの話を聞

くんですけれども、バースセンターで産みましたっていうお母さ

んに私は出会ったことがなくて。やはりお産の件数としては、バ

ースセンターでというところは非常に少ないのかなというところ

は思っています。逆に、バースセンターで産むってできるんです

かと聞かれることはあって、２人目とかだったらいいかなあとか

聞いたりするのですが、ちらほらと噂話は皆さんお聞きになって
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木本課長 

 

石井委員 

いて、それを聞く限り、非常に条件が厳しいと。バースセンター

で産みたいんだけれどもちょっとでも異常というか検査値が何か

引っ掛かったとかになってしまうと、もうそこから外れてしまっ

てというお話も聞くので、それで外れちゃってという話は何回か

聞いていて、噂ではなく産みたかったけどダメだったんですとい

う話は何人かから聞いています。 

なので、こちらで少し伺いたかったのは、どれだけ条件が厳し

いのだろうというような、お母さんたちにしてみれば非常にこう、

いろいろな興味があるところではあって、先ほど山本議員もおっ

しゃっていたとおり、情報は聞く機会は出てきていると思うんで

す。バースセンターっていうところがあるよという。けれども、

そこで産みたいけどどうしたら大丈夫なのということなんですけ

ど、実際がどういうものなのかというのが、私もですし、お母さ

んたちもよく知らないというところがあるのかなと思いますの

で、そのあたりを今日聞けたらお聞きして、お母さんたちにきち

んと正しい、実際の状況を伝えていきたいなと思っています。以

上です。 

ありますでしょうか。どうぞ。 

 

私の手元にあるもので言いますと、大学附属病院ですと、産科

一般病床が 26 床で、MFICU・NICU・GCU などが９床９床 18 床とい

うことで、一般の 26 床がこれバースセンターということでいいん

ですか。 

つくば市バースセンターは、今のところ６床というような形に

なります。 

そうするとたぶん、一般の 26 床の中に含まれていると。 
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はい、含まれているという形かと思います。 

なるほど。そこは普通、バースセンターですから普通のお産も

扱っていることになっているということですか。要するに、妊婦

の方がここで産みたいからということで大学病院に行くと、じゃ

あどうぞと案内している感じなんですか。 

そうですね、詳しくはこの後、大学病院さんのほうに確認して

いただければと思うんですけれども。基本的には、そのバースセ

ンターを希望している方がバースセンターで産むと。そこで先ほ

ど間野さんからお話あったように、ちょっと異常があった形だと

バースセンターではなく、筑波大の産科の方に移されて産むとい

うような形になりますので、今回の中身の 26 床、その内訳の中で

は一般病床数と、バースセンターが一緒になっている形と思われ

ます。 

バースセンターの位置づけ、私は詳しくは分からないんですけ

ど、院内助産院みたいな感じで助産師の管理でできる。だから助

産師ガイドラインが大学の中であって、高齢とか、あと体重増加、

妊娠高血圧とか、そういうような条件に入っちゃうと医師の管理

っていうふうになっちゃうんじゃないかと思って。私の方でも、

私のところで分娩予約いっぱい取って、バースセンターって外か

ら見えないので、大学にまず紹介して、その方の意思で条件クリ

アしていたらバースセンターで管理するって形になるようなの

で。たぶんこれは院内助産院みたいな感じで医療管理がいらない

よという、けっこう厳格な助産師ガイドラインというのが出てい

るんですけど、そういうのに準じているんじゃないかなと思うの

で。大学は特に高度周産期、全県下高度周産期も兼ねているので、

私のところでも、週数早い段階で異常があった方は全部大学にお
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願いしているという現状ですので。大学の分娩総数の中に占める

割合、まあ普通分娩の方が少ないかなと思うんで、バースセンタ

ーで産む方はその中でも 100 件くらいになっちゃうのかもしれま

せん。実態は分かりませんが、僕も毎年グラフを見て、そういう

現状なのかなと思います。 

そうですね。実は、なないろもあバースが 10 床で稼働されたと

いうことが非常に衝撃的でして。やはり８年、10 年かけて、かな

り大きな額を筑波大に投入をしていたにもかかわらず６床から増

えずに、本来 12 床まで増やす予定だったものが、まだ現時点で現

実にはベッドが開業されてないっていう状態になっている中で、

民間の方がこのように努力をされて、一気に 10 床を増やしてくだ

さったという。ここに公費を投入して、かたやなかなか成果が出

ず、まあベッド数だけではないとは思いながらも、かたや本当に

民間の力で努力をしてくださってベッド数を開いてくださってい

るという中で、ここにどういう後継支援っていうか、あるのかな

っていうことを考えると、いろいろな角度からちょっと考え直し

ていかないといけないときにきているのかなと思いましたので、

ちょっと問題提起させていただいて、またこの後の筑波大の報告

も聞いてみたいなと思っております。 

ありがとうございました。私どもも患者さんを６週、７週でい

つも交代していて、何とかならないかなと思って。私どもでもバ

ースセンターをつくりたいという形でやって、非常に今、産後ケ

アもすぐに予約でいっぱいなる状態で、そういうニーズに応えた

いっていう助産師やスタッフは、私のところに結構いましたので、

これは私がもう、経営ベースでいうと全然採算が合わないんです

けど、今、山本先生に言われたように少し勇気を持ちました。全
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鈴木課長補佐 

鈴木専門員 

黒田委員（座

長） 

 

濱田先生 

然私、こういう意図はないんですけれども。 

もあバースに関しては、たぶんずっと今の経営状態を続けてい

くには、たぶんレディースがずっとっていう状態を、今現状そう

なんですけど、ニーズがあるっていうこと、産後ケアもあるし。

もあバースっていうのは助産師主導にさせているんですけど、そ

こで手術もできるような体制で医者も配置していますので、地域

ニーズに少しでも応えたいなという思いで、無理して頑張ってい

ますけど。 

すいません。何かもっと大丈夫でしょうか。 

では、以上の意見をふまえ、筑波大の御報告を聞きたいと思い

ます。 

続きまして、筑波大様からのバースセンターの状況につきまし

て、聞こえておりますでしょうか。 

つくば市バースセンターの利用状況及び寄附講座について、つ

くば市バースセンター施設整備の推移について、筑波大様からの

報告に先立ちまして、報告者の御紹介を事務局からさせていただ

きます。 

つくば市バースセンター部長の濱田洋実様。 

筑波大学附属病院総務部 経営戦略課の課長 海老坪正和様。 

どうぞよろしくお願いします。 

総務部専門員 鈴木將貴様。 

鈴木です。よろしくお願いします。 

では、報告事項１。つくば市バースセンター利用状況とつくば

市寄附講座について、つくば市バースセンター部長の濱田様から、

ご説明お願いします。 

はい。それでは資料１をご覧いただきたいんですが、資料１に、
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黒田委員（座

長） 

つくば市バースセンターにおける分娩数の推移ということでグラ

フを作ってあります。昨年はちょっとお産が少なくて、大学病院

全体のお産も 10 数％、15％くらい下がったのかな。13％ぐらいか、

減っているので、里帰りが激減しましたので、あとコロナで日本

全体でお産が減っていますので、こんなものかなとこちらは思っ

ています。 

２枚目の、バースセンターで分娩した女性の住所地というやつ

ですが、つくば市に実家があって里帰りする方が一定の数いらっ

しゃって、里帰りでいらっしゃる方の場合はその実家の住所地を

示すという形で、これはこの数年ずっとつくば市民の割合はこの

ぐらいの割合で推移しています。 

次に、資料２は、バースセンターっていうのはつくば市の寄附

講座の臨床面、病院の診療面のことなんですけれども、それだけ

をやっているわけではなくて、将来つくば市で働く産科医である

とか助産師であるとかの育成というのも大きな仕事なので、それ

について教育ですね、どういうことをやったりしているというの

を、報告書として昨年の４月にまとめさせていただいたものが出

ています。２ページ以降は研究で、本日の懇話会とはあまり馴染

まない内容なんですけれども、大学として研究をやっていますの

で、こういう研究が、すぐではないですが遠い将来、つくば市で

の産科の医療レベルの上昇とかそういうのに寄与できればいいな

というふうに考えております。 

簡単ですけどもこんなところで、何かご質問があればお受けい

たしますが。 

質問は大丈夫でしょうか。ありがとうございました。 

それでは、つくば市バースセンター施設整備の進捗状況につい
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て、筑波大学附属病院 鈴木さんからご説明願います。 

はい。では、資料３で報告させていただきます。 

まず１番としまして場所的には、附属病院のＢ棟６階で整備を

しております。２番にございますけど整備内容につきましては、

病床数につきましては、寄附講座協定書にも書いてございますよ

うに 12 床で考えております。両括弧にございますように、当然、

病室だけではございませんので、ナースステーション含めた諸室、

待合室等々を一緒に整備すると。その面積については、約 2,000

平米というふうに考えております。 

３番の供用開始時期でございますが、現時点におきましては、

令和５年の７月でございます。また、＊にございますように、現

時点における供用開始時期でございますので、現在コロナ等で資

材等が入ってくるのかどうかということもございますので、場合

によりましては開始時期が延伸、特に前倒しはないと思いますの

で、後に遅れる可能性もなきにしもあらずというところでござい

ます。 

４番の供用開始に向けた行程でございますが、工事自体は令和

元年６月に業者が大林組に決定しまして、同年７月に契約を締結

しまして、一昨年９月に請負契約を締結いたしまして、10 月から

改修が始まっているところでございます。 

５番として参考情報でございますが、バースセンター自体は自

然分娩病棟でございますが、当然自然分娩と言いながらも何が起

こるか分かりませんので、併せまして、けやき棟５階にございま

すＮＩＣＵとＧＣＵを６床ずつ増床いたしまして、バースセンタ

ーの下、５階の方に移転拡充ということで、ＮＩＣＵが現在の９

床からプラス６床の 15 床、ＧＣＵについては 18 床からプラス６
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床の 24 床で整備する予定でございます。 

次のページをご覧いただきますと、けやき棟の北側にこのオレ

ンジでハッチングしましたＢ棟がございまして、次にＢ棟６階、

この中ではこの赤で囲んだエリアのところをバースセンターとい

うことで整備を進めているところでございます。 

以上でございます。 

ありがとうございました。続いて、市民アンケートの赤ちゃん

訪問の調査結果について、事務局から説明を願います。 

では、健康増進課の方から、市民アンケートの調査について報

告させていただきます。お手元の資料４をご覧ください。こちら

の資料調査ですが、出産環境に関する状況把握のために、赤ちゃ

ん訪問の時にアンケートを実施しております。 

調査期間は令和２年４月１日から令和３年３月 31 日までの 12

か月分の集計結果となります。 

調査対象は、つくば市で行ったあかちゃん訪問時につくば市に

住民票のある、あかちゃんを持つお母さんで、お母さん自身に記

入をしていただいております。 

配布枚数は 2,232 枚とありますが、こちらはあかちゃん訪問の

実施数になります。外国人の方ですとか、コロナの影響で赤ちゃ

んの顔だけ確認させていただいて、資料をポスティングしたり、

相談指導は現場で行ったような方には、アンケートは実施してお

りません。そのため、回収枚数は 1,933 枚、回収率は 86.6％とな

っております。 

また、全員が全部の質問に回答いただいているわけではありま

せんので、回収枚数と、それぞれの質問の回答の合計とは異なる

ということがあります。 
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石井委員 

 

それでは、２つ目の表をご覧ください。出産した医療機関の場

所になりますが、市内で 1､133 件。市外の方で 443 件。県外で 248

件。大体 64％の方が市内で出産している状況になります。 

次に、３つ目の四角で、出産した市内の医療機関の内訳です。

つくば市バースセンターで 86 人。筑波大学附属病院の産科で 285

人。筑波学園病院で 170 人。なないろレディースクリニックで 683

人という結果でした。出産したお母さん方に記載していただいて

おりますので、バースセンターで出産した方が筑波大学附属病院

産科というふうに回答した方もいらっしゃるようです。母子健康

手帳の出産状況記載欄の方に、どうしても筑波大学附属病院とい

うふうな記載がある方は、大いに見受けられるので、産婦さんも

どちらで産んだのかが、出産後ちょっと時間が経ってからの訪問

になりますので、不明だということも考えられると思っておりま

す。 

続きまして次の四角、一番下ですが、こちらは市内・県外での

医療機関で出産したという理由になります。里帰り出産が 347 人。

市内で予約が取れなかったという方が 64 人。評判がよかったとい

う理由では 58 人。自宅から近いという方が 42 人。その他の理由

で 162 人ということになります。その他の理由が裏の方に書いて

ありますが、もともと市外・県外の医療機関で出産する予定だっ

たという理由の方も多くいらっしゃるようです。 

以上でアンケートの結果報告を終わります。 

ただいまの説明内容について、ご意見や質問等ありましたら、

お願いいたします。 

つくば保健所の石井ですけども、バースセンターについてです

が、教育とか研究等をやっておられるということなんですけども、
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おそらく年間 4,000 万円近くの寄附があるということなんで、つ

くば市民としては、つくば市の中に産科の先生が増えてくれる。

そうすることによって、お産が楽になる。そういうふうに考える

と思うんですけども、実際大学ですから、県内、まあ全国もあり

ますけど茨城県内の産科の医者を増やすというのも重要なことだ

と思いますので、どうも、つくば市だけがかなり負担するという

のも微妙な感じがあるかなと思って。茨城県として、寄附とかす

るといいのかなと思ったりもしますし。あと、例えば助産師の教

育とかということもありますけども、おそらく医師の場合はつく

ば市以外にも選ばれるかと思いますけど、助産師についてはどう

なんですかね、つくば市で就職してくれる人が多いんでしょうか。

濱田先生、どうでしょうか。 

 

この参考資料の最終ページに出ておりますが、毎年、我々が教

育した助産師がどこで、卒業後最初の勤務地ですけれども、書い

てあって、割と市内というか筑波大が多いですけれども、その表

のような数になっています。 

石井先生、どうでしょうか。大丈夫でしょうか。 

 

はい、ありがとうございます。参考資料のところですね。３ペ

ージ目ということですけども、すいません。やっぱり大学が多い

ということで、たぶんバースセンターで働いている方も多いのか

なというふうに思いました。あとやっぱり出産の数がバースセン

ターや大学が思ったより少ないと言ったら語弊があるかもしれま

せんけども。やはり開業の先生の方が行きやすいというのもある

かもしれませんけども、今後 12 床にバースセンターが拡張される
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と、出産の取り扱いももっと増えるという形でよろしいんでしょ

うか。 

一応、それを期待しています。 

その他、ご意見ありましたら。 

 

市議会議員の山本美和でございます。今日はありがとうござい

ます。今、石井所長からも、医師の育成についてご質問ございま

したけれども、この表を見させていただきますと、この８年ぐら

いで 60 人の産婦人科医を輩出されているということなのですが、

今、産婦人科医というのは、なり手というのは現状、まあ学生さ

んの意向ですけれども、どんな状況になってらっしゃるのか。一

時は産婦人科医になりたいという学生さんが少ないというような

状況があったと思いますけれども、現在はどのような感じなので

しょうか。 

はい。今も少ないです。 

この参考資料の最後のページに数字が書いてあるんですけれど

も、別に自慢するわけじゃないんですけれども、とてつもなく多

くて、筑波大は何かやっているんじゃないかっていろんな問い合

わせが来るぐらい多いです。例えば、令和２年は 14 名入っている

んですけれども、この年の京都府の全体。京都大学とか京都府立

医科大学とかそのほか国立京都の病院とか全部の病院で、新しく

入った産婦人科医が 10 名しかいなかったので、京都全体よりもう

ちの大学の方が多いということで、ちょっと我々の学会とかで話

題になって、いろんな人から電話かかってきてというような感じ

で、おかげさまで多いです。 

多い理由として、学生時代、筑波大卒業生なんかは、バースセ
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ンターのことを教えていますから、バースセンターがあってそう

いうような先進的にやっているところに行って、助産師や産婦人

科医になりたいということで、茨城とは縁もゆかりもない人間も

毎年１人２人入ってきたりもするぐらいになっているので、その

点は今日お集まりの方々にすごく感謝しているというところで

す。ただ日本全体としては、もう話題性がなくなっちゃったので

あんまりマスコミに出ませんけれども、相変わらず産婦人科の医

者になりたいという人間は非常に少ないのが現状です。 

以上です。 

ありがとうございます。現状としては、筑波大としては増えて

はきているものの、全体としてはなり手は少ないということなの

ですが、併せて、いわゆる出産数というものも、少子化でござい

ますので、これから先あまり見込めないというふうに思うのです

が、このあたりいつごろ追いつくというか、産婦人科医と出生数

というのが均衡を保てるようになるのは、あとどのぐらい先だと

思われますか。すごい難しい話かもしれないんですけれども。 

産婦人科の医者の勤めはお産をやるだけではないので。産後の

ケアもそうですし、妊娠中の管理もそうですし、昔に比べて１人

１人の患者さんに要求される医療レベルがどんどん上がっている

ので、今のままいくと多分追いつかないんじゃないかなというふ

うには思っています。 

出産数は、単純にはコロナの影響があるので去年、非常に減り

ましたけれども、どうも患者さんと話をしていると、コロナが収

まると結構盛り返しそうなところもあるので、そうするともとも

との予想通りの少子化というペースで進んでいくとは思うんです

けれども、ある程度遠い 10 年 20 年というスパンにならないと、



様式第１号 

24 

 

 

 

 

山本委員 

 

 

 

 

 

 

鈴木専門員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本委員 

 

あと何かが起きないと、産婦人科の医者が十分足りるっていう時

代はもう来ないかなあというふうには、個人的には思っています。

以上です。 

ありがとうございます。筑波大でバースセンターなり、寄附講

座などを活用して、学生さんが集まって来やすいというお話でし

たけれども、毎年つくば市として 4,200 万の寄附講座に対しての

お金を繰り返させていただいているんですが、この 4,200 万は、

どんな感じで筑波大としては、この上にピックアップして、講座

を運営されていらっしゃるのか、この 4,200 万の使い方というの

を少し何か、教えていただけないでしょうか。 

はい。鈴木の方から説明させていただきます。 

この参考資料の２ページをご覧いただきますと、そもそもこの

寄附講座を作るときに、4,200 万というお金は、医師３名の人件

費でございます。この人件費をいただいたことによって、医師を

当然増やしましたので、この２ページでございますように、平成

20 年当時に 720 だった分娩件数がですね。 

このとき記者会見の時にも、バースセンターができたらどのく

らい増えますかとご質問いただきまして、その当時は病床数を増

やすわけではないので 100 から 200 ぐらいかなという話でござい

ましたが、現実的には、昨年度が令和３年はコロナがあるので別

ですけども、1,050 まあ 1,020 近くまで増えてきているところで

ございますので、医師の増員によってまさしく、ここまでの件数

を受け入れられていることになります。 

以上です。 

ありがとうございます。 

続いて、本日新たに整備される図面とか、詳細について見させ
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ていただいたんですけれども、これから建築にかけて、つくば市

としては３億応援させていただくことになっていると思うんです

が、これらというのは一部を負担することになっていると思うん

ですけれども、建設的なこの計画の概要について教えていただけ

ないでしょうか。 

ご質問の件ですけども、今、病院建築の場合は、大体平米 30 万

以上かかります。改修で、です。先ほど申し上げましたように2,000

平米ですので、単純計算しますと 6 億から 7 億かかります。その

一部に、今３億円というお話が出ましたけど、それを充てさせて

いただければなというふうに思っているところでございます。 

以上です。 

ありがとうございます。 

あと私、このバースセンターの懇話会の委員設置当初に委員を

務めさせていただいた後、かなり時間経過しまして、久々に再度

委員に入らせていただきまして、久しぶりにこちらに来させてい

ただいたところなんですけれども、この 12 床がなかなか進まなか

ったんですが、この辺りっていうのは、それだけ大きな改修に併

せてというようなお話からだったというふうには記憶はしている

のですけれども。つくば市としては、ベッド数を確保していただ

くというのが一番大きな目的であったところもございましたの

で、かなり遅れてしまったというのはどういった事情からなのか、

お教えいただいてもよろしいでしょうか。 

はい。ただいまのご質問でございますが、もともとはＢ棟のと

ころで、平成 27 年の 10 月に 12 床で整備予定という予定でござい

ました。ただ実際は、その整備にあたって中を見た時に、やはり

そもそも古い建物だったので、そうではなくて新築にしようとい
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う話になりました。それで、新築しようと思ったんですが、他県

の災害等で資材が一気に高騰したということもございまして、ま

たその新築から既存棟の中で、居ながら改修することによって、

新築と同様の免震を導入することができる技術工法も開発されま

したので、それにシフトをしたことによって、今にきたというと

ころでございます。ですので、ここまでの遅れにつきましては、

市の方々に予定から大幅に遅れたところでご迷惑おかけしました

が、中にいる我々自体も、遅れることについては想定外だったと

いうところでございます。以上でございます。 

ありがとうございます。 

その他、皆様からご意見、ご質問等はございませんでしょうか。

間野委員どうぞ。 

市民委員の間野です。よろしくお願いします。 

今報告があった内容で確認させていただきたいんですけど、１

つが、医師のなり手が増えている理由が、バースセンターもあっ

て先進の医療とかを学べるからという話があったんですが、バー

スセンターは、自分的には、確か助産師さんが対応をされるとお

聞きしたんですけれども。先生方がバースセンターにどういうふ

うな関わりというか、もちろん関わりはあると思うんですけれど

も、どういった関わりになっているのかをお聞きしたいのが１点。

 あとは、先ほどのアンケートの内容について、出産費用を抑え

たかったためというのが書いてあるんですけれども、私もつくば

市内のお産は他と比べてお金が結構かかって高いというのをお母

さんから聞いたことがありまして、バースセンターの場合と大学

病院の場合でどれくらい費用の差ができてくるのか。いろいろな

状況はもちろん関わってくると思うので、ざっくりで構わないん
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ですけれども、どのくらいの差があるのか、もしよろしければな

ないろさんも、やはり２か所あるので、それぞれ金額の差を、大

体普通で大きな問題がなければ、どれくらいの出産費用がかかる

のかというところを改めて確認させていただけたらと思います。

 よろしくお願いいたします。 

バースセンターの方からお答えいただいてよろしいでしょう

か。 

すいません。音声悪くて質問がちょっと全くわからなかったの

で、もう一度お願いできますか。 

すいません、声が小さかったでしょうか。ごめんなさい。これ

だと聞こえますか。失礼しました、もう一度お願いします。 

１つ目が、筑波大の産科の先生が増えているというお話で、そ

の理由として、バースセンターがあって先端のいろいろなものが

学べるからという理由もあるというお話がさっきあったんですけ

れども、バースセンターは、基本的には助産師さんが主に関わっ

て出産する、リスクがないお母さんの出産場所とお聞きしたので、

お医者さんがどういう形で関わっているのか、どういったところ

の学びをバースセンターでされているのか、そこをちょっとお聞

きしたいなというのが１つ。 

あとは、先ほどの資料の４番のアンケート調査のところで、い

ろいろなその他の意見で、市外・県外の医療機関で出産した理由

のその他の中に、出産費用を抑えたかったというのがあるんです

けれども、これは私も子育て支援の場で、他のお母さん方からつ

くば市は出産の費用が高いと伺ったことがありまして、いろいろ

な状況があるので一概には言えないとは思うんですが、普通に分

娩をされた場合に、大学病院で産む場合とバースセンターで産む
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場合でどれぐらいの差があるのか。あとどんな違いがあるのか。

あと、同じようになないろさんの方でも２か所ありますので、そ

れぞれの大体の出産にかかる費用、あとその差額を確認をさせて

いただきたいのですがよろしいでしょうか。お願いします。 

１つ目のご質問ですけれども、実際に患者さんのそばで寄り添

っていくのは助産師なんですけれども、本当に医学的な管理が不

要なのかというところのチェックだとか、そういう新しいという

か、新しいっていうんじゃないですね、まあ昔は日本は産婆さん

みたいなそういう世界もあったので、そういうお産の形式という

のは、現在の産婦人科学を学んでいる学生にとってみると逆に新

鮮だったりするので、そういうところの管理に携われるっていう

のが、興味を持って産婦人科になりたいと思う学生が多いんじゃ

ないかというふうに思っています。 

実際にはすべてのバースセンターを希望する患者さんに、本当

に危なくない、リスクがないのかという判定は我々がやっていま

すし、妊娠中も何回か診させてもらって大丈夫ということを確認

して、お産が始まった段階でも、大丈夫だということを確認して

というのを裏でやっていて、患者さん自身はあんまり実際自分た

ちがそういうチェックを受けているという実感はないのかもしれ

ないですけれども、そういう形で関わっているというところにな

るかと思います。毎週１回バースセンターの患者さんについては、

医者と助産師で月曜日がミーティングの日で、今日も先ほどやっ

ていたんですけれども、ミーティングをやって。お産っていうの

はやっぱり年に日本で 40 から 50 人は亡くなられているので、間

違いが起こると、何かが起こると死んでしまうという状況ですか

ら、そういう状況をゼロにしなきゃいけないということで、関わ
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っているというような言い方もできるかもしれないです。 

２つ目のご質問の費用については、うちはバースセンターのお

産も、普通の医者が基本的に管理するというか、医者が管理する

と言っても助産師が相当関わっているんですけれども、その２つ

で費用の差はつけていません。 

以上です。 

なないろレディースについては、茨城県の他の地域から比べる

と、確かにつくば地域の出産費用は、私どもにおきましても高い

なあというのはあるんですけど、いろいろ設備として人件費等を

考えまして、出産一時金プラス 20 何万か分からないんですけど、

70 万近く普通分娩でかかるかと思います。処置とかも入るとまた

かかるんですけど。もあバースの方は新設で開業しましたので、

助産師主導と言うイメージでやっていますので、こちらは分娩費

用等含めて実質５万円以上たぶん安いと思うんですけど、やって

る内容はもっと手厚くて、産後ケアも含めて非常にやってるんで、

患者さんに(聞き取れず)をあげるために、人件費からいうと全然、

当院では採算も全然合ってないんですけど。普通にやるとたぶん

それぐらいの費用になっちゃうかなと思います。だから他のとこ

ろは、水戸とか全国の方から比べると、確かにつくば地区は 10 万

から 20 万ぐらい高いと思いますし、東京の方から比べると、逆に

言えば 10 万から 20 万安いっていう状況があるんですけど。逆に

言えばつくばのエリアで、この価格設定で何とか維持できてるっ

ていうのが現状なので、適正価格っていうのは分かりませんけど、

そういった形でやっています。 

ありがとうございました。 

もう１つバースセンターの方で伺いたいんですけれども、前回
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もお伝えしていたと思うんですが、今、数字もありましたけれど

も、年間に 80 何件のバースセンターでのお産があるということな

のですが。やはり子育て支援はしているんですけれども、バース

センターで産みましたというお母さんと、残念ながらお会いした

ことが私はなくて。それと別で聞くのが、バースセンターで産み

たかったんだけども、いろいろ条件というかリスクが出てきてし

まったり、検査で引っかかったりとかで、結局産めませんでした

というお話は何人かから聞いたことがあります。で、すごく狭き

門という噂がお母さんの間では、結構バースセンターについては

広がっているという印象を持っているんですけども。リスクがあ

るないというところは、今お話聞いたら、バースセンターに入ら

れてても、先生方がよく診てそういったチェックがちゃんとされ

ているというお話でしたし、助産師さんが主導ということであっ

ても、もちろん医師もちゃんと入っているということだったので、

もうそこまで狭き門にしなくても、逆にいいんじゃないかって私

としては思ってしまったんですが、バースセンターで診る方と、

そうじゃない方との線引きというか、その辺りはどのような基準

で、どうされているのかを聞きたいです。 

はい。ご存知かと思いますが、日本看護協会だとか日本助産学

会とかがガイドラインを出していて、助産師はこういう患者さん

を院内助産でやっては駄目ですよというのがありまして、それを

厳守しているだけなので。 

例えば、妊娠して 10 キロも 15 キロも太った人がバースセンタ

ーで産みたいと言われましても、やっぱりそれはちょっと危なく

て認められないので、そういうガイドラインになっていますので、

それ以上でもそれ以下でもないとしか言いようがないんですが。
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 例えばうちなんかで、去年でも最初は 130 人か 140 人ぐらいバ

ースセンターで出産希望されているんですけれども、そのうち最

初にちょっとあなたは無理ですと言ってお断りしたり、途中で今

妊娠糖尿という病気になる人が 10％ぐらいいますから、妊娠糖尿

病になってしまえば、バースセンターからは外させていただきま

すし、血圧が上がっても外しますし。いろいろな病気が妊娠中半

年の間にいろいろ出てくることは十分ありますから。こういう形

で最終的に残って、もちろん赤ちゃんも順調に育って、この 80 何

人で赤ちゃんが正常より小さかったというような患者さんは 1 人

もいませんから、赤ちゃんもちゃんと育ってといった、そういう

チェックを助産師がやり、医者もやりっていう形で、最終的にこ

の数になってしまったというような形だと思います。 

何度もすみません。そうなると、大学病院での出産件数として、

バースセンターでの出産件数が、そういう意味ではちょっと少な

いというか、普通の病床に行って、年間の分娩数としてはちょっ

と少なめなのかなと思うんですけれども。 

バースセンターとして助産院が院内助産院みたいな形で助産師

さんが多く診るという形だと思うのですが、でもお話を伺ってい

ると、先生方も必ず確認はされるっていうことでしたので、助産

院とかだと普通はこのもちろん異常があれば病院に行ってくださ

いっていう紹介になると思うんですけれども、それがなければ、

そのまま助産院でずっと妊婦さんを見続けて、そのまま出産にな

るんだと思うんです。で、そこまでは助産師さんだけじゃなくて、

大学病院なので先生もご覧になっている、あとは研修の先生方も

いらっしゃると思うので、勉強の意味で先生方がご覧になってい

るというのもあるのかなとは思うんですが、すみません。あの、
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わざわざバースセンターにしなくても、ちょっと失礼かもしれな

いですけど、どちらにしても先生方の確認をされているのであれ

ば、何かそこで制限をかけちゃうというか、バースセンターでは

なくて普通の大学病院って診るという形と、わざわざなぜ分けて

いるのかなというのが、疑問に思ったんですけれども。 

直接関わっているのはすごく、医者は外来で２回ぐらい診るだ

けで外来も診ませんし、患者さんと直接関わっているわけじゃな

いですけれども、毎週毎週助産師から報告を受けて、どういう状

況かというのを確認しているというような形の関わり方なので。

 一方、普通の管理は、外来は 10 何回全部医者が診ますし、お産

を全部医者が担当して、それに助産師が関わってくるということ

で、どちらも両方関わるので、どちらが主体っていうか、患者さ

んにとって自分のすぐそばにいてくれるのはどちらかっていうそ

ういう問題なんですが、先ほどバースセンターで産みたかったの

に産めなかったという方のお話がありましたけれども、そういう

方々が産みたかった理由というのが、近くに助産師がいてくれる

方が安心でというような理由なので、そこに院内助産の存在意義

があると思うんですけれども、いかがですかね。 

ありがとうございます。すいません。お母さんたちがそのバー

スセンターで産みたかったっていう意味がどこにあるのかを私も

ちゃんと聞けていないので、そういった理由だったのかどうかま

ではちょっと分からないんですけれども。ただ、今は産科の病棟

も綺麗になっているのかな、ちょっと現状がよくは分からないの

ですが、バースセンターの方が設備も綺麗で、いろいろな意味で

非常にこう、至れり尽くせりというかケアがいいというのが、情

報としてお母さん達ご存じみたいなので、そういったケアを受け
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たかったというところが、大きな理由かなと思うんですが、それ

がたぶん今先生がおっしゃっていた、助産師さんが主に関わって

産後ケアとかそういったものも含まれるというお話でしたので、

確かにそこはそういうことなのかなって、今答えを聞いて思いま

した。ありがとうございました。 

他、ありますでしょうか。 

意見交換がですね、その他として何かありましたらご発言お願

いいたします。間野委員、どうぞ。 

ちょっとすいません。バースセンターのだけではなくて、つく

ば市のお産について、つくば市とも限らないんですけど、お母さ

んたちの声を少し私の方で伺って気になったことがいくつかあっ

たので、こちらを共有できたらと思って発言させていただきます。

まず、先ほどあった出産費用が安くならないのかっていうのは、

つくば市はやっぱり高いよねっていうお話は結構聞きます。

 あとは、無痛分娩ができる場所を増やしてほしいという話があ

ったのですが、なないろさんではされてるというのを聞いたんで

すけども、筑波大病院ではそういった扱いというのはあるんでし

ょうか。後ほど伺えたらと思うんですけれども。 

あとは、コロナの影響で仕方がない部分もあるんですが、立ち

合いができる後は、生まれた後に一緒に泊まっていられるような

場所を増やして欲しいというお話。あとは、産後の家事育児の手

伝いや、お母さんのちょっと休めるショートステイができるよう

な施設を増やして欲しいというお話もありました。これもいろい

ろ病院やクリニックによって施設が変わってくるのかなと思うん

ですけども。 

あとは、お産のときのタクシーのような、自力で行くとかタク
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シーを呼べというのではなくて、そういったサービスがあったら

いいのになというお話ですとか。 

あと、母子手帳をつくば市では保健センターで交付だと思うん

ですけれども、他の自治体では、産院で交付をしてくれるところ

があるみたいで。母子手帳を貰うときって、つわりとかでお母さ

んは体調が優れないことも多いので、そういうときに行くのは大

変なので、できれば妊婦健診のときとかに一緒に交付も受けられ

ないかという話がありました。 

あとは、先ほど先生が診てくれるというところと助産師さんが

診てくれるというところがあったんですけれども、今回コロナと

かもあって、非常にしんどいというか孤独だったり、気持ちの面

でとてもつらい思いをしながら出産をされている方がかなりいら

っしゃるというのは感じています。そういった中で、例えばご自

分の思ったようなお産にならなかったという方も結構いらっしゃ

って、その思いを抱えながらすぐに赤ちゃんとの生活が始まって、

こんなはずじゃないのになんでこんなふうになっているんだろう

というような、ずっと心のつらさも身体のつらさも両方を抱えて

一生懸命頑張っているお母さんもすごく多いなというのを感じて

います。 

それで、お産のときに、何かそういったこんなはずじゃなかっ

たのにというつらい思いを受け止めてもらえるようなケアが、お

産の後とかに心のケアですね、そういうのがあればもうちょっと、

お産直後のおうちでの赤ちゃんとの生活も楽しめたのかなとい

う、そういうお話もありました。バースセンターが、要はリスク

がないお産の方という話もあったんですけども、リスクがあると

か、例えば緊急で帝王切開になってしまったりとか、そういった
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普通分娩でお産が終えられなかったお母さんたちというのが、普

通分娩が良いお産だったねみたいな感じで言われることが結構あ

って、じゃあ私たちは良いお産じゃなかったのって感じ取ってし

まう。そういう表現をされると、モヤモヤするなというお母さん

の声を何人か聞いています。良いお産というものの言い方はそれ

ぞれかもしれないんですけれども、緊急の帝王切開とかって言っ

ちゃうと、もうお母さんの意思関係なくなってしまうので、自分

でコントロールできなくていろんなことが起こっていくので。お

母さんのそういったつらさとか、その時のお産のいろんな経験を

お母さんが受け止められていないと、結局その後のお子さんとの

生活にもすごく関わってきて、やっぱりちょっとこう鬱っぽくな

っちゃうだとか。そういうふうに繋がっていくようなイメージが

非常にできるというか。そういった感じのお話も聞いていますの

で、そういったリスクの話も、例えば、母親学級とか何か病院で

も、妊婦さんのへの母親学級みたいな場で、そういったこともあ

りますよというお話が少しあってもいいのかなと。そういった前

情報も何もなくて、普通お産はこうなります、生まれた後はこう

なりますというお話が母親学級はすごく多いと思うんですけど

も、それだけではなくて、こういったリスクも少ないけどあるん

ですよ、そういった時にはこのような流れになりますよとか。良

いお産というか、普通分娩じゃなくてそういった分娩もあるとい

うこととか。それからお母さんはこうなりますよというところの

前情報が、お母さんたちが知りたかったというお話がありました。

ですので、母親学級だったり、何か情報が伝えられるような場が

それぞれの病院であるのでしたら、ぜひ提供していただけたら、

お母さんたちも準備というか、そういうことももしかしたらある



様式第１号 

36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒田委員（座

長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濱田先生 

かもしれないんだというのがあったほうが、万一の時の心構えと

いうか、少し安心をしてお産を迎えられるのかなと思いましたの

で、ぜひお願いできたらなと思います。バースセンターで、もし

助産師さんがそういったお母さんたちの心のケアとか産後のケア

をしてくださっているのであれば、それだけぜひ助産師さん主体

じゃなくても、他の施設とかにも来ていただけると、お母さんた

ちの産後はすごく変わっていく。お母さんたちの気持ちもすごく

楽になっていくのかなと思いますので、ぜひお願いできたらなと

思います。長々と失礼しました。 

ありがとうございました。 

結果として、僕も、皆さん大学もそうなんですけど、助産師と

医師とでやりたいんですけどどうしても分娩数が 1,000 件超えて

いたりだとか、ジレンマに。産後ケアとかもすみません、つくば

市だけでなく牛久市とか他の自治体でも受けていますので、１人

に対してゆっくりさせてあげますって取り組んでいますけど、こ

れもう、施設・大学問わずなんですけど、ジレンマに立ち入って

いるんですけど。毎日日常がくるものですので、間野さんの貴重

な意見もありがたいし、そう言っていただけると、吸い上げる場

もなかったので私どもも非常に参考になりますけど。なんか、つ

くば市だけ陣痛タクシーが再開してないとか言っていましたけ

ど、つくば市の陣痛タクシーはどうなっているんだろうとか聞か

れるんだけど、患者さんへの情報はあまりないですけど後で教え

ていただければと思いますけど。 

間野さんから、筑波大学では無痛分娩しないという意見があっ

たんですが、濱田先生どんな感じなんでしょうか。 

今のところは無痛分娩はやってないんですけれども、無痛分娩
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に関しては、将来というか、割と直近の将来の検討事項だとは思

っていて、麻酔科と協議は始めています。ただ現時点ではやって

いないです。 

ありがとうございます。 

まだご意見、ありますでしょうか。 

以上で、意見交換等が終了しましたので、これで座長の任を解

かせていただきたいと思います。ありがとうございました。 

ありがとうございました。皆様、ご意見長時間にわたりまして

ありがとうございました。以上で、つくば市バースセンター懇話

会を閉会いたします。 

なお、つくば市バースセンターに関する懇話会につきましては、

次回は令和４年の５月か６月頃に開催予定としております。 

また、本日の内容を踏まえ、引き続きバースセンターのあり方

について検討して参りたいと思いますので、今後ともご協力の方、

お願いいたします。 

お疲れ様でした。ありがとうございました。 

 



令和３年度つくば市バースセンターに関する懇話会次第 
 

日 時：令和４年１月 31 日（月） 

         午後６時 30 分から 

場 所：つくば市役所２階 防災会議室３ 

１ 開 会 

 

２ 部長挨拶 

 

３ 委員紹介 

 

４ 事務局紹介 

 

５ 議事 

（１）意見交換 

 

（２）報告事項 

① つくば市バースセンター利用状況及びつくば市寄附講座について 

（資料１、２） 

② つくば市バースセンター施設整備の進捗について（資料３） 

③ 市民アンケート調査（あかちゃん訪問時）結果について（資料４） 

 

(３) 質疑応答 

 

（４）その他 

 

６ 閉会 



0	

20	

40	

60	

80	

100	

120	

140	

2013年	
（9月〜）	

2014年	 2015年	 2016年	 2017年	 2018年	 2019年	 2020年	 2021年	

1	

43	

119	 113	 119	
101	

112	

138	

88	

つくば市バースセンターにおける分娩数の推移	
	

2021年12月31日現在　834件	

分娩数	

082203213
タイプライターテキスト


082203213
テキストボックス
資料１

082203213
タイプライターテキスト




※ 里帰り分娩の場合は実家の住所地を示す

725	

21	
19	14	10	7	7	6	

5	5	4	3	3	5	

つくば市バースセンターで分娩した女性834名の住所地	
	

つくば市民の割合＝86.9％	

つくば市	

土浦市	

常総市	

つくばみらい市	

下妻市	

石岡市	

坂東市	

千葉県流山市	

牛久市	

桜川市	

守谷市	

取手市	

八千代町	

その他 5市町村(各1)	



082203213
タイプライターテキスト
資料２









令和４年１月３１日 

筑波大学附属病院 

つくば市バースセンター施設整備の進捗について 

１．施設整備建物及び場所 

筑波大学附属病院Ｂ棟６階 

２．病室数及び面積 

（１） 病室数 個室12室（ＬＤＲ配備）

（２） 諸室 受付・待合室、診察・検査室、スタッフステーション等

（３） 面積 約２,０００㎡（病室、諸室及び廊下等の共有部分を含む。）

３．供用開始時期（予定） 

令和５年７月 

※ 現時点における供用開始時期であり、今後の社会情勢の変化等に応じて供用

開始時期が延伸することもあり得る。

４．供用開始に向けた工程 

（１） 令和元年６月 優先交渉権者決定 ㈱大林組

（２） 令和元年７月 基本協定・設計業務委託契約

（３） 令和２年９月 工事請負契約の締結

（４） 令和２年10月～令和５年12月 Ｂ棟全面改修

※ 令和５年１月～令和５年６月 つくば市バースセンター施設整備

５．参考情報 

今般のＢ棟全面改修に伴い、現在けやき棟５階に位置するＮＩＣＵ及びＧＣＵを 

各々６床増床してＢ棟５階（つくば市バースセンターの階下）に移転拡充する。 

・ＮＩＣＵ 15床  ← ９床

・Ｇ Ｃ Ｕ 24 床 ← 18 床

- 1 -

資料３
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（令和２年度）あかちゃん訪問調査時における市民の出産場所等に関するアンケート調査

1 調査の目的 本調査は、市民の出産場所に関する状況把握のため実施

2 調査期間 令和2年（2020年）4月1日～令和3年（2021年）3月31日（12ヶ月分）　

3 調査対象 主に市内に住所を有する、概ね生後4ヶ月未満の赤ちゃんを持つ母親

4 配布枚数 2,232枚

5 回収枚数 1,933枚

6 回収率 86.6%

7 調査方法 保健師の戸別訪問時に記名式アンケートを行う。
＊質問項目により、無回答のものも散見している。

■母親の年齢
回答（人） 割合

1 ２０歳未満 8 0.4%
2 ２０歳以上３０歳未満 582 30.3%
3 ３０歳以上４０歳未満 1,201 62.5%
4 ４０歳以上 130 6.8%

1,921 100.0%

■出産した医療機関の場所
回答（人） 割合

1 市内 1,233 64.1%
2 市外 443 23.0%
3 県外 248 12.9%

1,924 100.0%

■出産した市内の医療機関
回答（人） 割合

1 つくば市バースセンター 86 7.0%
2 筑波大学附属病院（産科） 285 23.3%
3 筑波学園病院 170 13.9%
4 なないろレディースクリニック 683 55.8%

1,224 100.0%

■市外・県外の医療機関で出産した理由（複数回答）
回答（人） 割合

1 里帰り出産 347 51.6%
2 市内で予約が取れなかった 64 9.5%
3 評判が良かった 58 8.6%
4 自宅から近い 42 6.2%
5 その他 162 24.1%

673 100.0%

1

合計

合計

合計

合計

0%

30%

63%

7%

母親の年齢

２０歳未満

２０歳以上３０歳未満

３０歳以上４０歳未満

４０歳以上

64%
23%

13%

出産した医療機関の場所

1 市内

2 市外

3 県外

86 

285 

170 

683 

0 100 200 300 400 500 600 700 800

つくば市バースセンター

筑波大学附属病院（産科）

筑波学園病院

なないろレディースクリニック

出産した市内の医療機関

347 

64 

58 

42 

162 

0 50 100 150 200 250 300 350 400

里帰り出産

市内で予約が取れなかった

評判が良かった

自宅から近い

その他

市外・県外の医療機関で出産した理由（複数回

答）

資料４



2022/1/28

■市外・県外の医療機関で出産した理由の「その他」の内訳（自由記載）
件数（件）

1 上の子と一緒の医療機関であるため 53
2 出産時市外、又は県外に在住。以前住んでいた所に近いため 18
3 自分の勤務先であるため、又は自分や夫の勤務先・実家の近くであるため 16
4 もともと通院していたため、又は入院・手術をしたことがあるため 12
5 出産費用を抑えたかったため 12

6 12

7 親族、友人等から勧められたため 10
8 ハイリスク妊婦のため、又は急遽帝王切開や手術が必要となったり、胎児に異常が見つかったため 8
9 病院から紹介されたため 6
10 無痛分娩を希望のため 5
11 NICU、GCU設備のため、又はその他病院の設備のため 3
12 コロナのため 1
13 初めての出産なので、里帰り先で母の手を借りたかったため 1
14 転院したため（理由不明） 1
15 市内に出産したい病院がなかったため 1

159
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１ つくば市バースセンターにおける分娩数の推移

年
分娩件数
（件）

つくば市民
（件）

つくば市民
割合（％）

分娩
累計件数
（件）

つくば市民
累計件数
（件）

つくば市民
累計割合
（％）

平成25年（2013年）９月～12月 1 1 100.0 1 1 100.0
平成26年（2014年） 43 35 81.4 44 36 81.8
平成27年（2015年） 119 89 74.8 163 125 76.7
平成28年（2016年） 113 88 77.9 276 213 77.2
平成29年（2017年） 119 90 75.6 395 303 76.7
平成30年（2018年） 101 78 77.2 496 381 76.8
令和元年（2019年） 112 88 78.6 608 469 77.1
令和２年（2020年） 138 106 76.8 746 575 77.1
令和3年（2021年） 88 76 86.4 834 651 78.1
累計数 834 651 78.1 834 651 78.1

＊年集計（１月～12月）

1
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参考資料
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2 筑波大学附属病院における分娩数の推移
分娩件数
（件）

つくば市民
（件）

つくば市民
割合（％）

平成24年（2012年） 721 285 39.5
平成25年（2013年） 824 331 40.2
平成26年（2014年） 970 404 41.6
平成27年（2015年） 1,054 431 40.9
平成28年（2016年） 1,024 465 45.4
平成29年（2017年） 1,089 469 43.1
平成30年（2018年） 1,029 433 42.1
令和元年（2019年） 967 419 43.3
令和２年（2020年） 1,026 457 44.5
令和3年（2021年） 878 428 48.7
累計数 9,582 4,122 43.0

＊年集計（1月～12月）
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３ 産婦人科を専攻する医師及び助産師数

筑波大 市内 県内 県外
平成25年（2013年） 5 1 2 2 0
平成26年（2014年） 4 1 1 2 0
平成27年（2015年） 6 2 2 2 0
平成28年（2016年） 5 2 1 2 0
平成29年（2017年） 4 2 0 2 0
平成30年（2018年） 9 1 1 6 1 ＜予定＞

令和元年（2019年） 8
令和２年（2020年） 14
令和3年（2021年） 6

筑波大 市内 県内 県外
平成25年（2013年） 0 0 0 0 0 ※本学に助産師養成課程は無かった

平成26年（2014年） 2 2 0 0 0
平成27年（2015年） 4 2 1 0 1
平成28年（2016年） 5 2 2 1 0
平成29年（2017年） 4 2 0 1 1
平成30年（2018年） 5 2 1 0 2
令和元年（2019年） 4 3 1 0 0
令和２年（2020年） 4 3 0 0 1 ＜予定＞

令和3年（2021年） 2

４ 筑波大学附属病院産婦人科でのハイリスク妊産婦への対応
 (1）精神疾患既往もしくは合併妊婦分娩数 年間 96 名（2021年実績）

※うちつくば市民の支援数 年間 39 名（2021年実績）

※うちつくば市民の支援数 年間約 10 名

助産師
（人）

助産師の勤務地内訳数（人）

2023年3月大学院助産師養成課程修了予定

  早期からソーシャルワーカーが関与している。

 (2）経済的に問題のある妊婦 年間約 30 名分娩

＊年度集計

    上記ケース全例について、週1回の産科医師、精神科医師、助産師、ソーシャルワーカー
  によるミーティングを実施し、情報の共有、医学的管理方針の決定を行っている。

医師数
（人）

医師の勤務地内訳（人）

*年度ごとの後期研修修了時の状況の数を計上する

2023年3月後期研修修了予定
2024年3月後期研修修了予定

＊年度ごと（大学院修了時）の状況の数を計上

2025年3月後期研修修了予定
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